
令和６年度 日本語使用等状況調査結果（概要版）

調査の概要

◆調査の目的

日本語の使用状況や日本語に対する意識等

を調査し、多文化共生施策推進の基礎資料とす

る。

◆調査対象・回収状況

市内在住の16歳以上の外国籍の方

1,500人

回答数４０１人（回答率２６.７％）

※調査票は、ポルトガル語・ベトナム語・

中国語・英語・インドネシア語・やさしい

日本語を国籍に合わせて配布

◆調査期間

令和６年７月１２日～７月31日（20日間）

◆回答方法

郵送による配布・回収、またはWEB回答

② 回答者の在留資格（ｎ＝４０１） ④ 仕事をしているか。または学校にいっ
ているか。（ｎ＝４０１）

・「永住者」と「定住者」が約５割を占める。

・年齢は、20～39歳が約５割を占める。

・国籍は、ブラジルが約４割を占める。人口第

３位のフィリピンを抜いてインドネシアの回答

者（7.7％）が３番目に多い。

③ 回答者の出生地(n＝４０１)

・日本以外の国で生まれた人は、93.5％

・16～１９歳では、日本で生まれた人は60％

① 回答者の年齢、国籍（ｎ＝401）

・仕事をしている人は、７８．１％

・仕事をしている人

（n=313）のうち、

「正社員」が３７．７％、

「派遣、請負、契約社

員」が４８．６％

⑤ 今の仕事は、あなたの希望にあった仕
事か。(④で仕事をしている人)(n=313)

・希望にあった仕事である 72.8％

⑥ 今の仕事に満足しているか。（ｎ＝３１３）

・仕事に満足している（十分・おおむね） ７８．９％

⑦ 日本語が上達すれば、満足する仕事に
就くことができると思うか。（ｎ＝４０１）

・思う ７３．６％

⑧ これからも日本で働きたいと思うか。
（ｎ＝４０１）

・思う 96.8％

⑨ 日本語を学んだことがあるか。
（ｎ＝４０１）

・学んでいた、学んだことがある ７７．８％

・年齢が上がるほど学んでいる割合は減少。

１０５

⑩ なぜ日本語を学んでいるのか。
（⑨で学んだことがある人）（ｎ＝３１２）

・どの年代も「日本で生活をしていくために必要だ

から」が一番目に多いが、20～３９歳、６０～６９歳

では「仕事で必要だから」が、４０～５９歳では「日本

人と付き合いを広げるため」が２番目に多い。

⑪ なぜ日本語を学んでいないのか。
（⑨で学んだことがない人）（ｎ＝１９８）

・「仕事のため、時間的余裕がないから」が

最も多く、次いで、「もう十分に日本語がで

きるから」、「日本語教室の時間が合わない

から」となっている。

⑫ 日本語を学びたいか。またどのような
環境があれば日本語を学びたいか。
（日本語を学んでいる、学びたい人）（ｎ＝３２８）

・日本語を学びたい ６４．１％

・時間に余裕がなくて学べない人が多い。

・日本語教室の情報を求めている人が多い。

⑬日本語レベルの現状と理想（n＝４０１）

・「安全で住みやすいから」が最も多く、次い

で「家族・親族がいるから」、「将来に希望が

持てるから」となっている。

・「日本にずっと住み続ける」 ６０・６％

・「現状」においては、 聞く＞話す＞読む＞書く の順に日本語レベルが低下している。

・「理想」においては、全てにおいて、国が目指すレベルとしている「自立した言語使用者」を理想として

おり、特に「話す」「聞く」においては、約７割がより高いレベルを理想としている。
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⑭ これから日本でどのくらい生活する予
定か（ｎ＝４０１）

⑮ これからも日本で生活する理由は何
か（ｎ＝４０１）

日本在住歴５年以上の外国人市民の

情報を得る力：「聞く」と「読む」について

日本在住歴５年以上の人であっても、「自立

した言語使用者」レベル（自己評価）は、「聞く」

は52.6％、「読む」は41.3％にとどまる。

また、「自立した言語使用者」が理想のレベル

だと回答した人は、「聞く」は74.5％、「読む」

は69.6％と、８割を下回る。
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多くの外国人が今後も日本に住みたいと考えている。しかし、長く住んでいる外国人市民であっても、「自立した言語使用者」レベルの日本語の習得ができている人は５割程度にとどまっている。生活や就労など社会と

のつながりに欠かせないコミュニケーションを円滑に進められるよう、日常生活における日本語の必要性を感じられる環境づくりが必要である。
今後の方向性
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日本語の「聞く」「話す」「読む」「書く」の４つの技能別の自己評価を、「日本語教育の参照枠」（2021年文化

庁）のレベルを参考に「自立した言語使用者」、「基礎段階の言語使用者」、「基礎段階未満」の３つに分類

した。
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レベル 日本在住歴 自立 基礎段階
基礎段階
未満

自立 基礎段階
基礎段階
未満

５年未満 19.6 71.2 8.5 25.5 59.5 15.0

５年以上 52.6 42.9 2.8 41.3 40.9 15.0

５年未満 62.7 28.8 0.7 56.9 27.5 4.6

５年以上 74.5 15.8 1.6 69.6 17.8 6.1

５年未満（ｎ＝153）※無回答者含む

５年以上（ｎ＝247）※無回答者含む
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【参考】 「日本語教育の参照枠」（抜粋）

※「基礎段階未満」は、「基礎段階の言語使用者」

未満のレベルとした。


